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英国における集落建物の業務用途への活用実態に関する研究
–オックスフォード近郊の集落アーディントン＆ロッケンジを対象として –
A STUDY ON THE UTILIZATION OF VILLAGE BUILDINGS AS COMMERCIAL  USES  IN UK
- A Case Study in Ardington and Lockinge Parish, Oxfordshire District -
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This study aims to clarify the actual situation and the management system in order to re-utilize village buildings as 
commercial uses in UK. The major ﬁndings are as follows.
1. The repaired village buildings as commercial uses are utilized by the various small businesses that work around the 
whole UK and the world.
2.  The village characteristics such as historical buildings, beautiful natural environments and warm community attract 
people to start businesses in the village.
3. The professionals of property management services work as a total coordinator in the village, to implement the 
continuous and smooth village building utilization.
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図 1　調査対象地と Vale of White Horse District 全域の地図








3.1　1900 年代から 2010 年までの建物利用状況の変遷
　本研究で対象とする A&L は、District 
Council のローカル・プラン 2011 注2 におい
て中規模集落注3 に位置づけられており、

















取組み注5 が始められたのに対し、A&L は、1982 年から大地主組織を中
心とした集落居住者自身が、雇用創造や住宅供給、自然保全など様々






























1999 年と 2006 年に集落規模により新規開発可能件数が 5 〜 6 世帯
に制限され、集落環境を損なう大規模開発が規制されている。
　2010 年 2 月に第一回現地調査として、現地踏査および行政職員と
集落居住者へのヒアリング調査を実施した。それを踏まえ、2010 年
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(a) 1900 年代 100 12 16 7 135
(b) 1940 年代 113 14 16 9 152
(c) 1970 年代 125 35 5 8 173
(d) 1990 年代 146 34 7 4 181














サービス業 5 2 2 3 12
製造業 3 2 1 6
飲食業 2 2
小売／卸売業 1 1 2
建築業 1 1 2
教育業 1 1









































































件数 97 33 5 2 62 0 0 2 201
% 48.3 16.4 2.5 1.0 30.8 0.0 0.0 1.0 100 
凡例
居 住 用 途
業 務 用 途
農 業 用 途
そ の 他 用 途
樹 木 ／ 森 林 地
緑地／農地／牧草地
河 川 ／ 湖 沼
保 存 地 区 境 界 線
登 録 建 造 物









ビス業が 12 件と最も多く、次いで製造業 6 件、小売／卸売業 2 件、
飲食業 2 件、建築業 2 件、教育業 1 件という構成になっており、小
規模な集落内に多様な業種が存在している事が分かる。

















建設された。そして (e)2010 年現在、住宅 159 件、業務用途 33 件、




　業務実施者の年齢を見ると（表 11）、40 代が 2 件、50 代が 7 件、
60 代が 1 件と、40 代以上が全体の 8 割以上を占めており、中年世
代が中心である事が分かる。業務実施者の居住地を見ると（表 12）、
集落内の業務と同じ建物に居住している人は 0 件、集落内の別の建




落での業務開始理由を見ると（表 13a）、「自宅へ近い」が 5 件と多く、
自宅から近く通勤の容易な場所が好まれている事が分かる。また、「歴
史的な建物がある」が5件、「美しい景観がある」が2件、「暖かいコミュ



































































































計 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12




20 年未満 20 年以上 計




5年未満 5年以上 10 年未満
8 1 3 12




30 名未満 30 名以上 計
5 3 2 0 2 12
全雇用者数
集落内の雇用
10 人未満 10 人以上 20 人未満
20 人以上 
30 人未満 30 人以上 計
あり
1人のみ 5 5
5 人 1 1 2
11 人 1 1
なし 2 1 1 4
計 8 2 0 2 12
年代
業種
20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代以上 計
サービス業 3 3
製造業 1 1 2




計 0 2 2 7 1 0 12
集落内










0 5 4 1 0 1 1 12
全雇用者数
対象業務範囲
10 人未満 10 人以上 20 人未満
20 人以上 
30 人未満 30 人以上 計
集落内 0
近隣町村 1 1 1 3
周辺地域全体 1 1 2
英国内全体 4 1 5
世界中 2 2






　集落での業務実施年数を見ると（表 6）、全 12 件中、9 件（75%）
が 10 年以上にわたり集落で業務を行なっており、業務が集積する都
市部でなくとも、長期的に安定した経営を実現できる事が分かる。
また、業務の起業状況を見ると（表 7）、全 12 件中、8 件（66.7%）
が本集落に来て、現在の業務を新しく起業している。
　次に全雇用者数を見ると（表 8）、全 12 件中、8 件（66.7%）が 10
人未満であり、少人数体制の業務が大部分を占めている事が分かる。
集落内からの雇用者数を見ると（表 9）、集落内からの雇用者がい
ない業務は 4 件（33.4%）のみであり、その他の業務は少なくとも 1
人は集落内から雇用者を雇っている。雇用者がいる全 8 件中、5 件
（41.7%）は 1 人のみであり、少人数体制の業務が過半数を占めるため、
基本的に大人数を雇用する事が不可能である事が分かる。
　次に、各業務の業務対象範囲を見ると（表 10）、全 12 件中、5 件
が英国内全体、2 件が世界中を業務対象範囲としている。さらに、
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ている点（表 13b）として、「美しい景観を持つ」が 8 件、「暖かいコミュ






















表 13　(a) 業務開始理由、(b) 集落の気に入っている点、(c) 集落の不満な点　( それぞれ複数回答あり )
大分類 小分類


























































































































































































































広告業 ○ ○ ○ ○ ○
工業デザイン業（図 3） ○ ○ ○ ○
ビジネスコンサルタント業 ○ ○ ○ ○ ○
製造業
菓子パン・ケーキ製造業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
模型製造業（図 4） ○ ○ ○ ○ ○ ○
小売／ 
卸売業
食品雑貨店兼レストラン（図 5） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
照明卸売業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
飲食業
パブ兼宿泊業 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ケータリング業 ○ ○ ○
建築業
建設業 ○注18 ○ ○ ○ ○ ○
不動産業 ○注18 ○ ○ ○ ○
教育業 保育園 ○ ○ ○ ○









① 人との縁をきっかけとした入居と建物内装のセルフ改修 ( 図 3)

















50 代男性、 集落内に居住 （28 年）、
工業デザイン業（サービス業）、業務年数 21 年、
集落にて起業、 対象業務範囲 ： 英国内、






































































































担する。⑥ Parish Council 注20は集落建物の活用を含めて大地主組織
の様々な活動に積極的に協力しており、特に、沿道緑地帯や街灯な
ど集落環境の維持管理を行なっている。両者の協力関係は、Parish 
Council が設置された 1994 年から徐々に形成されてきたが、その協
力関係の構築は、両者が小さな集落に住む居住者同士として、昔か
ら協力して集落生活を営んできた、歴史的な背景に起因する。また、
両者の公式の協議は、Parish Council が主催する年次総会 (Annual 

















(B. モダンな建物内観、 上 : 商店、 下 : レストラン )
〈業務実施者と業務の概要〉
40 代女性、 集落内に居住 （7 年半）、
食品雑貨店兼レストラン （小売業）、
業務年数 7 年半、 集落にて起業、
対象業務範囲 ： 近隣町村まで、
従業員３人 （うち集落内 1 人）、
　〈業務開始の理由〉






















































(B. 左 ： 建物外観、 右 ： 水車の歯車と建築構造 )
〈業務実施者と業務の概要〉
50 代男性、 集落外 5km 圏内に居住 （27 年）、
模型製造業、 業務年数 2 年、
他地域で起業後 9 年で集落へ移転、
対象業務範囲 ： 英国内、


































分担改修 大地主組織 業務実施者 4
共同改修 大地主組織＆業務実施者 3
計 12
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分担改修 大地主組織 業務実施者 4
共同改修 大地主組織＆業務実施者 3
計 12



































表 17　District Council による集落の持続可能性評価の採点基準一覧
施設 説明 得点















3 教会 ・集落の 1km 以内に、教会が 3件以上ある ・集落の 1km 以内に、教会が 1〜 2件ある
2 
1




・集落の 1km 以内に、少なくとも一週間に 8セッションの医療機関がある 





6 図書館 ・集落の 800m 以内に、図書館がある ・移動図書館が来る
2 
1
7 集会所 ・集落の 1km 以内に、ホールがある 1
8 路線バス





















・集落の 1.5km 以内に、雇用の場がある 



























































アーディントン 0 2 1 1 0 1 1 3 0 1 2 1 13
ロッケンジ 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 4
非公式の会議
( 随時、 報告／連絡／相談 )
維持管理費の提供
























①Regular Meeting ( 定例会議 ： 年 6 回 )
②Annual Meeting ( 年次総会 ： 年 1 回 )
③Special Meeting ( 特別会議 ： 必要時 )
大地主組織 Parish Council
図 7　大地主組織と Parish Council の組織関係図
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and Lockinge Parish」を 1 つの集落として扱う。
注 2) District Council が作成した District 全体の開発方針を示した計
画書である。法律によって全国の自治体に作成が義務づけられている。
日本の自治体が作成している「総合計画」と同等の内容と考えて良い。




は 1 〜 2 戸を上限とした住宅地開発が許可され、下位グループでは原則
的に開発自体が許可されない。大規模集落は 21 件、中規模集落は 18 件、
小規模集落は 38 件である。
注 4) 各集落内の設備や立地状況によって、将来の持続可能性を評価して
いる。評価項目は以下 14 項目あり、最高合計得点は 26 点である。その
採点基準一覧を表 17、A&L の得点内訳を表 18 に示す。全集落の評価結
果を表 19 に示す。
－ 399 －






合、「保存地区同意書 (Conservation Area Consent)」を地方自治体に提出
し許可を得る必要がある。この際、計画許可は不要である。一方、保存地
区内で新築する場合、同意書は不要だが、計画許可を提出する必要がある。












Ⅰ 0(0) 0(0) 0(0)
Ⅱ * 2(0) 1(0) 3(0)
Ⅱ 15(4) 14(2) 29(6)
その他歴史的な建物 53(0) 39(0) 92(0)
計 70(4) 54(2) 124(6)
※カッコ内は調査対象範囲外に位置する建物件数
年代 A&L 内の動き A&L に関連する中央政府と地方自治体の諸制度
1932 C: 1932 年都市農村計画法の制定 
　→集落地域も含めた、 包括的な計画制度の実現
1947 ・ Works Yard ( 製造工場 ) の設備の近代化 
・ 集落内全ての住宅に水道と水洗トイレの設置
C: 1947 年都市農村計画法の制定 
　→現在の登録建造物制度の基本が形作られた
1949 C: 1949 年国立公園及び田園地域へのアクセス法の制定
(National Parks and Access to the Countryside Act) 
　→特別自然美観地区 (Area of Outstanding Natural 
Beauty) の指定制度の導入
1951 ・ 集落内初めての登録建設物指定 ： 1 件 ( Ⅱ *)
1966 ・登録建設物の指定：5 件 ( Ⅱ *:2 件、 Ⅱ :3 件 )
1967 C: シビックアメニティズ法 (Civic Amenities Act) の制定 
→保存地区 (Conservation Area) の指定制度の導入
1968 C: 1968 年都市農村計画法の制定
1970 ・ A&L の中心部が保存地区に指定 ： 34.7ha 
・ Home Farm( 農業施設 ) をクラフト工房 ( 椅子、
陶磁器、 馬具等 ) として 16 ユニットに改修
1971 C: 1971 年都市農村計画法の制定 
　→樹木保全規則 (Tree Preservation Order) の導入
1972 ・ The North Wessex Downs Area of Outstanding 
Natural Beauty(1730 ㎢ ) の一部として指定される
1976 ・ 登録建設物の指定 ： 1 件 ( Ⅱ )
1977 ・ 古い住宅の建て替え （コテージ 3 棟→コテー
ジ 2 棟、 バンガロー 6 棟）
1980 ・ インフィル型住宅地 2 カ所 （10 棟及び 6 棟）
を建設を始める
1982 将来計画①の作成、 District Council へ提出
1984 C: 経済的 ・ 社会的に困難な地域を農村開発地域 (Rural 
Development Areas) に指定、 集中的な開発支援開始 
　→本集落は対象地域にならず、 支援は受けていない
1987 ・ 登録建設物の指定 ： 1 件 ( Ⅱ )
1988 ・ 登録建設物の指定 ： 23 件 ( Ⅱ )
1989 ・集会所を現代的に改修 ( 厨房とダイニング設置 )





The District Council's Rural Areas Local Plan の策定 
　→集落の特徴を損なわない、 調和した開発を要求
1991 C: Survey of Rural Service の実施 by Rural Development 
Commission　→初めて全国的 ・ 組織的に実施した調査 
( 本集落は該当データ無し )
1993 ・ Community Woodland （森林地） に植樹
1994 ・ Ardington & Lockinge Parish Council の設立
1995 C: 農村白書 「農村イングランド (Rural England)」 の策定 
　→農村地域の生活を尊重する政府の姿勢を表明した
1997 ・ 登録建設物の指定 ： 1 件 ( Ⅱ )
将来計画②の作成、 District Council へ提出
1998 ・ スポーツパビリオンの改修
1999 ・ 森林地に 2000 年の記念モニュメントの製作
・ 集落内の散策道の整備
L: Vale of White Horse Local Plan の策定 
　→集落内の開発可能件数の拡大 
　　( 集落 ： 5 〜 6 世帯、 小規模集落 ： 1 〜 2 世帯 )
2000 C: 農村白書 「私たちの農村 (Our Countryside)」 の策定 
　→農村問題を政府のあらゆる政策形成過程に反映す
る事を制度的に保証　　→パリッシュプラン作成支援や
農村検証 (Rural Prooﬁng) 等の具体的な制度の実現
2001 C: The Parish Action Plan Process の開始
2005 ・ いくつかの農業施設をオフィス用途に改修
・ 児童公園の建設
2006 L: Vale of White Horse Local Plan 2011 の策定 
　→集落の規模により、 3 段階に階層化した 
　→集落内の開発可能件数の拡大 
　　( 大規模：15 世帯、中規模：5 世帯、小規模：1 世帯 )
2009 ・ Works Yard 閉鎖、 将来の開発対象地に指定 L: A Study of Village Facilities in the Vale の発行 
　→集落の規模や施設等により、 持続可能性を評価
2010 将来計画③の製作 （未完成） ※ C: 中央政府、 L: 地方自治体
表 23　A&L 内の動きと中央政府と地方自治体の諸制度の関係
集落名 計 集落名 計 集落名 計 集落名 計
Kennington 23 East Hanney 14 Shellingford 8 Hinton Waldrist 4
Shrivenham 23 Shippon 14 Buckland 7 Sparsholt 4
Wootton 23 Ufﬁngton 14 Charney Bassett 7 West Callow 4
Sutton Courtenay 22 Farmoor 12 Dry Sandford 7 Woolstone 4
Drayton 20 Fryﬁeld & Tubney 12 Great Coxwell 7 Baulking 3
Steventon 20 Sunningwell 12 Kingston Lisle 7 Hatford 3
Watchﬁeld 20 Frilford 10 North Hinksey 7 Bayworth 2
Kingston Baguize/Southmoor 19 Longcot 10 Rowstock 7 Goosey 2
Radley 19 Longworth 10 West Hanney 7 Netherton 2
Staford in the Vale 19 Milton Heights 10 Appleford 6 Compton Beauchamp 1
Cumnor 18 Wytham 10 Besselsleigh 6 Eaton Hastings 1
Milton 18 Coleshill 9 Buscot 6 Ginge 1
Appleton & Eaton 17 Little Coxwell 9 Fernham 6 Idstone 1
アーディントン＆ロッケンジ 17 Little Worth 9 Bourton 5 Lyford 1
Blewbury 17 South Hinksey 9 Denchworth 5 Pusey 1
Harwell 17 Upton 9 Letcomebe Bassett 5 Carswell Marsh 0
East Hendred 16 West Hendred 9 Boars Hill 4 Kingstone Winslow 0
Marcham 16 Chilton 8 Cothill 4 大規模集落
Childrey 15 Ashbury 10 Garford 4 中規模集落
East Challow 14 Letcombe Regis 8 Gozzards Ford 4 小規模集落
表 19　District Council による集落の持続可能性評価（得点順）
注 5) 2001 年から「The Parish Action Plan Process」は行なわれており、





注 6) 約 10 年ごとに作成している将来行動計画の概要を以下に示す。①
Ardington and Lockinge Parish Council “Ardington & Lockinge The Next 
Ten Years”(1982)、全 8 ページ：集落内の業務機能やバス、集会所、広
場等のアメニティ機能の実態調査と居住者への聞き取り調査を実施。そし
て、新規居住者を呼び込み、集落の活気と多様なアメニティを維持するた
め、10 年間でインフィル型住宅地を含めた住宅開発 ( 最大 30 戸 ) の必要
性を提言している。一方、戦没者記念碑や自然環境等を保護すべき場所と
している。② DPDS Consulting Group “Ardington and Lockinge 10 Years 
Plan”(1997)、全 33 ページ：中央政府と地方自治体の集落に関する政策の
整理を行なうと共に、居住者の意見を引き出すため、デザイン、住宅、雇




開発対象地と計画方針を提言している。③ ADKIN “Lockinge Estate Draft 






注 7)　本研究の「歴史的な建物」とは、登録建造物 (Listed Building) に登
録されている建物と、それらと同年代である 1900 年代初期までに建造さ
れた建物とする。表 20 に対象地域内の歴史的な建物件数を示す。








注 13) 現地にて収集した文献を、参考文献 11) 〜 23) に示す。
注 14) 本集落では、クルドサック型のインフィル型住宅地が保存地区外の 2















































































































































































Ardington 284 143 141 131 2.17 50 85 4 6.25 14 27 12 29 26 4 13 6 18 53 47 13
Lockinge 179 88 91 76 2.36 24 50 5 6.45 12 8 5 22 16 3 6 6 10 21 26 19
計
463 231 232 207 2.27 74 135 9 6.35 26 35 17 51 42 7 19 12 28 74 73 32

































年代 1971 1981 1991 2001
アーディントン
人口 256 284 305 284
世帯数 114 126 125 131
ロッケンジ
人口 212 169 175 179
世帯数 70 69 66 76
計
人口 468 453 480 463
世帯数 184 195 191 207
表 21　対象集落の人口と世帯数の変化
－ 400 －






合、「保存地区同意書 (Conservation Area Consent)」を地方自治体に提出
し許可を得る必要がある。この際、計画許可は不要である。一方、保存地
区内で新築する場合、同意書は不要だが、計画許可を提出する必要がある。












Ⅰ 0(0) 0(0) 0(0)
Ⅱ * 2(0) 1(0) 3(0)
Ⅱ 15(4) 14(2) 29(6)
その他歴史的な建物 53(0) 39(0) 92(0)
計 70(4) 54(2) 124(6)
※カッコ内は調査対象範囲外に位置する建物件数
年代 A&L 内の動き A&L に関連する中央政府と地方自治体の諸制度
1932 C: 1932 年都市農村計画法の制定 
　→集落地域も含めた、 包括的な計画制度の実現
1947 ・ Works Yard ( 製造工場 ) の設備の近代化 
・ 集落内全ての住宅に水道と水洗トイレの設置
C: 1947 年都市農村計画法の制定 
　→現在の登録建造物制度の基本が形作られた
1949 C: 1949 年国立公園及び田園地域へのアクセス法の制定
(National Parks and Access to the Countryside Act) 
　→特別自然美観地区 (Area of Outstanding Natural 
Beauty) の指定制度の導入
1951 ・ 集落内初めての登録建設物指定 ： 1 件 ( Ⅱ *)
1966 ・登録建設物の指定：5 件 ( Ⅱ *:2 件、 Ⅱ :3 件 )
1967 C: シビックアメニティズ法 (Civic Amenities Act) の制定 
→保存地区 (Conservation Area) の指定制度の導入
1968 C: 1968 年都市農村計画法の制定
1970 ・ A&L の中心部が保存地区に指定 ： 34.7ha 
・ Home Farm( 農業施設 ) をクラフト工房 ( 椅子、
陶磁器、 馬具等 ) として 16 ユニットに改修
1971 C: 1971 年都市農村計画法の制定 
　→樹木保全規則 (Tree Preservation Order) の導入
1972 ・ The North Wessex Downs Area of Outstanding 
Natural Beauty(1730 ㎢ ) の一部として指定される
1976 ・ 登録建設物の指定 ： 1 件 ( Ⅱ )
1977 ・ 古い住宅の建て替え （コテージ 3 棟→コテー
ジ 2 棟、 バンガロー 6 棟）
1980 ・ インフィル型住宅地 2 カ所 （10 棟及び 6 棟）
を建設を始める
1982 将来計画①の作成、 District Council へ提出
1984 C: 経済的 ・ 社会的に困難な地域を農村開発地域 (Rural 
Development Areas) に指定、 集中的な開発支援開始 
　→本集落は対象地域にならず、 支援は受けていない
1987 ・ 登録建設物の指定 ： 1 件 ( Ⅱ )
1988 ・ 登録建設物の指定 ： 23 件 ( Ⅱ )
1989 ・集会所を現代的に改修 ( 厨房とダイニング設置 )





The District Council's Rural Areas Local Plan の策定 
　→集落の特徴を損なわない、 調和した開発を要求
1991 C: Survey of Rural Service の実施 by Rural Development 
Commission　→初めて全国的 ・ 組織的に実施した調査 
( 本集落は該当データ無し )
1993 ・ Community Woodland （森林地） に植樹
1994 ・ Ardington & Lockinge Parish Council の設立
1995 C: 農村白書 「農村イングランド (Rural England)」 の策定 
　→農村地域の生活を尊重する政府の姿勢を表明した
1997 ・ 登録建設物の指定 ： 1 件 ( Ⅱ )
将来計画②の作成、 District Council へ提出
1998 ・ スポーツパビリオンの改修
1999 ・ 森林地に 2000 年の記念モニュメントの製作
・ 集落内の散策道の整備
L: Vale of White Horse Local Plan の策定 
　→集落内の開発可能件数の拡大 
　　( 集落 ： 5 〜 6 世帯、 小規模集落 ： 1 〜 2 世帯 )
2000 C: 農村白書 「私たちの農村 (Our Countryside)」 の策定 
　→農村問題を政府のあらゆる政策形成過程に反映す
る事を制度的に保証　　→パリッシュプラン作成支援や
農村検証 (Rural Prooﬁng) 等の具体的な制度の実現
2001 C: The Parish Action Plan Process の開始
2005 ・ いくつかの農業施設をオフィス用途に改修
・ 児童公園の建設
2006 L: Vale of White Horse Local Plan 2011 の策定 
　→集落の規模により、 3 段階に階層化した 
　→集落内の開発可能件数の拡大 
　　( 大規模：15 世帯、中規模：5 世帯、小規模：1 世帯 )
2009 ・ Works Yard 閉鎖、 将来の開発対象地に指定 L: A Study of Village Facilities in the Vale の発行 
　→集落の規模や施設等により、 持続可能性を評価
2010 将来計画③の製作 （未完成） ※ C: 中央政府、 L: 地方自治体
表 23　A&L 内の動きと中央政府と地方自治体の諸制度の関係
集落名 計 集落名 計 集落名 計 集落名 計
Kennington 23 East Hanney 14 Shellingford 8 Hinton Waldrist 4
Shrivenham 23 Shippon 14 Buckland 7 Sparsholt 4
Wootton 23 Ufﬁngton 14 Charney Bassett 7 West Callow 4
Sutton Courtenay 22 Farmoor 12 Dry Sandford 7 Woolstone 4
Drayton 20 Fryﬁeld & Tubney 12 Great Coxwell 7 Baulking 3
Steventon 20 Sunningwell 12 Kingston Lisle 7 Hatford 3
Watchﬁeld 20 Frilford 10 North Hinksey 7 Bayworth 2
Kingston Baguize/Southmoor 19 Longcot 10 Rowstock 7 Goosey 2
Radley 19 Longworth 10 West Hanney 7 Netherton 2
Staford in the Vale 19 Milton Heights 10 Appleford 6 Compton Beauchamp 1
Cumnor 18 Wytham 10 Besselsleigh 6 Eaton Hastings 1
Milton 18 Coleshill 9 Buscot 6 Ginge 1
Appleton & Eaton 17 Little Coxwell 9 Fernham 6 Idstone 1
アーディントン＆ロッケンジ 17 Little Worth 9 Bourton 5 Lyford 1
Blewbury 17 South Hinksey 9 Denchworth 5 Pusey 1
Harwell 17 Upton 9 Letcomebe Bassett 5 Carswell Marsh 0
East Hendred 16 West Hendred 9 Boars Hill 4 Kingstone Winslow 0
Marcham 16 Chilton 8 Cothill 4 大規模集落
Childrey 15 Ashbury 10 Garford 4 中規模集落
East Challow 14 Letcombe Regis 8 Gozzards Ford 4 小規模集落
表 19　District Council による集落の持続可能性評価（得点順）
注 5) 2001 年から「The Parish Action Plan Process」は行なわれており、





注 6) 約 10 年ごとに作成している将来行動計画の概要を以下に示す。①
Ardington and Lockinge Parish Council “Ardington & Lockinge The Next 
Ten Years”(1982)、全 8 ページ：集落内の業務機能やバス、集会所、広
場等のアメニティ機能の実態調査と居住者への聞き取り調査を実施。そし
て、新規居住者を呼び込み、集落の活気と多様なアメニティを維持するた
め、10 年間でインフィル型住宅地を含めた住宅開発 ( 最大 30 戸 ) の必要
性を提言している。一方、戦没者記念碑や自然環境等を保護すべき場所と
している。② DPDS Consulting Group “Ardington and Lockinge 10 Years 
Plan”(1997)、全 33 ページ：中央政府と地方自治体の集落に関する政策の
整理を行なうと共に、居住者の意見を引き出すため、デザイン、住宅、雇




開発対象地と計画方針を提言している。③ ADKIN “Lockinge Estate Draft 






注 7)　本研究の「歴史的な建物」とは、登録建造物 (Listed Building) に登
録されている建物と、それらと同年代である 1900 年代初期までに建造さ
れた建物とする。表 20 に対象地域内の歴史的な建物件数を示す。








注 13) 現地にて収集した文献を、参考文献 11) 〜 23) に示す。
注 14) 本集落では、クルドサック型のインフィル型住宅地が保存地区外の 2















































































































































































Ardington 284 143 141 131 2.17 50 85 4 6.25 14 27 12 29 26 4 13 6 18 53 47 13
Lockinge 179 88 91 76 2.36 24 50 5 6.45 12 8 5 22 16 3 6 6 10 21 26 19
計
463 231 232 207 2.27 74 135 9 6.35 26 35 17 51 42 7 19 12 28 74 73 32

































年代 1971 1981 1991 2001
アーディントン
人口 256 284 305 284
世帯数 114 126 125 131
ロッケンジ
人口 212 169 175 179
世帯数 70 69 66 76
計
人口 468 453 480 463
世帯数 184 195 191 207
表 21　対象集落の人口と世帯数の変化
参考文献
1) 中園眞人 , 山本幸子 :「ふるさと島根定住財団」の空き家活用助成制度
と自治体の取組み , 日本建築学会計画系論文集 , 第 603 号 , pp.65-72, 
2006.5
2) 遊佐敏彦 , 後藤春彦 , 鞍打大輔 , 村上佳代 : 中山間地域における空き家
およびその管理の実態に関する研究 , 日本建築学会計画系論文集 , 第 601
号 , pp.111-118, 2006.3
3) 山本幸子 , 中園眞人 : 島根県西ノ島町の中高齢世帯移住促進事業によ
る空き家活用事例 , 日本建築学会計画系論文集 , 第 73 巻 , 第 629 号 , 
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pp.79-84, 2006.8
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農学部研究報告 , 第 127 号 , pp.1-26, 2001
9) 鈴木孝男 , 櫻井常矢 , 野呂拓生 :「新たな公」形成に向けたコミュニティ・
プランの策定と支援システムに関する研究 , 平成 19 年度国土政策関係研
究支援事業研究成果報告書
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17) Christine Wardingley: The Lockinge Estate 150 years Lord and Lady 
Wantage 1858 - 1920, 2008
18) Christine Wardingley: The Lockinge Estate 150 years The Loyd 
Family 1920 - 2008, 2009
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21) W.H.Hallam: History Of The Parish Of East Lockinge, Berks, 1900
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27) 松井真理子 : 都市との関係における英国の農村政策の二つの新方向 , 四
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注 18) 建設業と不動産業は、200 年以上前から本集落の大地主と共に業務を
行なってきたという歴史的な背景があり、それが現在も業務を行なってい
る理由と回答したため「その他」に分類した。
注 19) 2008 〜 2009 年に、財政上の問題から英国全体で 2500 件の郵便局が
閉鎖された。中央政府による決定であったため、集落単体で対処できる問
題ではなかった。
注 20) 1994 年から Ardington and Lockinge Parish Council を設置し、議員
(Parish Councilor)6 名 ( 各集落から 3 名 )、事務官 (Parish Clerk)1 名の
計 7名で運営している。費用は、各世帯から徴収する税金 ( £5790、2009 年 )
と集落環境の維持に対する大地主組織からの補助金 ( £2310、2009 年 ) で
ある。通常業務は、沿道緑地帯や街灯、児童公園の維持管理、不法投棄や
道路不良箇所の District Council への報告、定期的な公式集落会議の開催
等である。表25に集落会議の種類と概要を示す。公式の会議は3種類あり、
その他に Parish Councilor 全員が集まる非公式の会議はない。
 将来行動計画については、計画時に大地主組織に意見陳情を行なったり、
特別総会 (Special Meeting) を段取りしたり、居住者代表として居住者の
意見を計画に盛り込むように働きかけている。2004 年には、2000 年将来
計画のレビューを居住者代表 9 名に依頼し、住宅、雇用、アメニティ、情




注 16) 図 8 に大地主組織の現在の組織図を示す。大地主組織の正式名称は
Lockinge Trust( ロッケンジ・トラスト ) であり、トラストという組織形
態で運営している。所有する建物や土地の賃料を主な収入源としている。
組織人員は合計 32 名であり、そのうち実働部門は大地主 1 名と信託者 3
名を除く 28 名である。大地主組織の現在の主な役割は、不動産賃貸管理
や漁業管理、森林地管理、所有物件の建設業務、水道水の供給など多岐に
わたる。その他過去の取り組みを表 24 に示す。また、10 年ごとの将来行
動計画については、製作立案者として、計画策定に向けた調査から提案、
実行まで全ての作業を主体的に行なっている。




County Concilor：1 名、District Councilor：1 名、 








Lockinge Trust：1 名、Resident：10 名、County 
Councilor：1 名、District Councilor：1 名、









Lockinge Trust：1 名、Resident：45 名、County 
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1858 Works Yard( 製造工場 ) の建設、 開始 （職人 100 名）
1861 Home Farm( 農業施設 ) の建設
小学校 2 カ所の建造
1880 コーポラティブショップの実施 （食品雑貨、 靴修理、 服飾品、 パン、 精肉等）
1903 先代大地主のメモリアルとして集会所の建造
1920 コーポラティブショップの終了。 食品雑貨店、 パン屋、 精肉店が賃貸店舗として継続
1925 いくつかのセミデタッチド ・ ハウスの建造
1947 Works Yard の設備を近代化
集落内全ての住宅に水道と水洗トイレの設置
1960 自動車所有者の増加に伴い、 駐車場やガレージの建造
1970 Home Farm をクラフト工房 （椅子、 陶磁器、 馬具等） として 16 ユニットに改修
1977 古い住宅の建て替え （コテージ 3 棟→コテージ 2 棟、 バンガロー 6 棟）
1980 インフィル型住宅地 2 カ所 （10 棟及び 6 棟） の建造を始める
1982 将来計画① “Ardington & Lockinge The Next Ten Years” の作成      
1989 集会所を現代的に改修 （新しい厨房とダイニングの設置）
1990 Home Farm 等を工房からオフィス用途に改修を始める
1993 Community Woodland （集落内の森林地） に植樹
小学校の廃校
1997 将来計画② “Ardington and Lockinge 10 Years Plan” の作成、 District Council へ提出      
1998 スポーツパビリオンの改修
1999 森林地に 「ミレニアムストーン (2000 年の記念モニュメント )」 の建造
集落内の散策道の整備
2005 いくつかの農業施設をオフィス用途に改修
2009 Works Yard 閉鎖、 将来の開発対象地に指定
2010 将来計画③ “Lockinge Estate Draft Second Master Plan” の製作 （製作中）     
表 24　大地主の過去の取組み
 報通信という 4 つの観点から、居住者と業務実施者にアンケートを実施し、
将来計画の評価と今後の提案を行なってもらっている。
 計画許可制度については、Parish Council は計画許可の審査に直接的な権
限を有していないが、大地主組織や個人が District Council に提出した計
画に対して、Parish Council としてその可否についてコメントを提出する
事ができ、District Council による審査時の参考資料として扱われる。
注 21) Planning Permission は、日本の建築基準法における「確認申請」と
同等の仕組みと考えて良い。
（2011年 6月12日原稿受理，2011年11月16日採用決定）
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